
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
 

オ
り
ン
ビ
ツ
ク
で
重
要
な
こ
と
は
、
勝
つ
こ
ど
で

な
く
参
加
す
る
こ
ど
で
あ
る
c
 

（
ペ
ソ
シ
ル
バ
ニ
ァ
僧
正
）
 

人
生
で
い
ち
ば
ん
重
要
な
こ
ど
は
、
勝
利
者
で
あ

る
か
ど
う
か
で
は
な
い
。
 そ
の
人
が
努
カ
し
た
か
ど

う
か
ど
い
う
こ
ど
で
あ
る
。
 

人
生
で
い
ち
ぱ
ん
大
切
女
こ
ど
は
、
勝
つ
ど
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
い
か
に
奮
斗
し
た
か
ど
い
う
こ
ど
 

で
あ
る
。
 

（
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
）
 

こ
の
言
葉
は
、
 一
九
〇
八
年
の
第
四
回
ロ
ン
ド
ン

大
会
で
、
英
米
の
感
情
が
対
立
し
野
次
合
戦
に
な

つ
た
と
き
、
両
氏
が
明
言
し
た
も
の
で
す
。
 

＝二明治100年＝二 
寺
町
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
耐
火
に
 

防
火

街

区
構
想

進
む
 

（楽しく交通規則をおぼえられる交通公園） 

（融資の事など熱心な説明会） 

昭和33年9月 1日第三種郵便物認可 

社
会
党
沢
田
政
治
、
自
由
民

主
党
高
橋
文
五
郎
、
公
明
党
藤

原
房
雄
、
共
産
党
春
日
正

一
氏

等
参
議
院
建
設
委
員
災
害
地
視
 

察
団

一
行
 

は
十
月
11
1
 

日
県
土
木

部
長
、
河

川
課
長
、
 

佐
々
木
市

長
等
の
案

内
で
、
市

内
の
旧
十

川
、
松
島

団
地
、
旧

十
川
と
松

野
木
川
の

合
流
点
等

の
、
水
害

状
況
を
調

査
し
た
あ

と
，
市
民

文
化
会
館

で
佐
々
木

市
長
か
ら

水
害
復
旧

の
陳
情
を
 

受
け
ま
し
た
。
 

ま
た
、
佐
々
木
市
長
は
、
旧

十
川
は
総
合
開
発
計
画
の
元
締

め
的
存
在
で
あ
る
こ
と
や
、
旧

十
川
各
排
水
系
統
、
岩
木
川
水

系
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
説

明
陳
情
し
ま
し
た
。
 

交
通
公
園
で
き
る
 

市
と
五
所
川
原
警
察
署
が
共

同
で
岩
木
川
原
に
工
事
中
の
、
 

交
通
公
園
が
、
こ
の
程
完
成
し

交
通
安
全
運
動
た
け
な
わ
の
十

月
十
七
日
、
市
内
の
児
童
三
十

九
名
を
集
め
て
．
自
転
車
安
全

運
転
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
 

こ
の
講
習
会
は
、
ま
ず
警
察

署
交
通
係
の
オ
ジ
サ
ン
が
三
十

本
の
標
識
の
見
方
を
指
導
一
 つ

づ
い
て
自
転
車
協
会
の
オ
ジ
サ

ン
が
児
童
の
愛
車
の
点
検
、
不

良
箇
所
の
修
理
を
し
、
実
際
の

乗
り
方
を
交
通
指
導
隊
の
オ
ジ

サ
ン
が
指
導
し
ま
し
た
。
 

旧
市
内
に
は

寺
町
マ

ー
ケ
ツ

ト
、
東
町
飲
食

街
、
東
映
小
路

飲
食
街
、
電
気

館
飲
食
街
、
稲

荷
小
路
な
ど
、
 

大
火
の
お
そ
れ

の
あ
る
危
険
地

帯
が
あ
り
ま
す

が
、
市
消
防
本

部
で
は
、
こ
の

解
消
の
第

一
策

と
し
て
、
寺
町

マ
ー
ケ
ツ
ト
の

改
造
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

ま
ず
そ
の
手
 初

め
と
し
て
、
 

こ
の
程
中
央
公

民
館
に
地
域
市

民
、
県
係
官
、
 

市
担
当
課
長
を

呼
び
、
説
明
会

を
開
き
構
想
を

発
表
い
た
し
ま

し
た
。
 

こ
の
構
想
は

い
わ
ゆ
る
八
戸

方
式
で
、
建
築

資
金
の
融
資
の

こ
と
な
ど
い
ろ

い
ろ
質
疑
応
答

が
あ
つ
て
有
意

義
で
し
た
が
、
 

八
戸
方
式
と
は
 
 

八
戸
市
が
大
火
後
建
設
を
促
進

し
た
、
通
称
棟
割
り
飲
食
街
と

い
う
耐
火
マ
ー
ケ
ツ
ト
で
同
じ

棟
を
同

一
区
割
り
に
区
切
り
、
 

外
装
を
耐
火
構
造
に
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
棟
毎
に
耐
火
壁
を

設
け
、
延
焼
防
止
装
買
を
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。
 

に
こ
の
説
明
会
の
結
果
、
地
域

市
民
、
市
消
防
本
部
、
市
建
設

課
の
一
行
二
十
名
が
十
月
十
八

日
、
 入
戸
市
防
火
街

区
の
緑

屋
デ
パ
ー
ト
、
岩
徳
貸
マ
ー
ケ

ツ
ト
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
が

い
よ
い
よ
地
域
市
民
の
耐
火
構

造
建
築
の
意
欲
が
更
に
高
ま
り

市
で
初
の
防
火
街
区
設
定
も
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
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②
 
市
消
防
予
備
隊
結
成
 

火

災
予
防

運

動
初

日
に
 

市政＝ユース 

団
員
の
出
稼
ぎ
に
よ
る
消
防

力
問
題
に
積
極
的
に
取
組
ん
で

い
る
市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の

程
市
消
防
予
備
隊
を
結
成
し
、
 

大
火
災
、
大
地
震
、
水
筈
等
に

備
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
昨
年
お

よ
び
今
年
採
用
の
市
職
員
で
、
 

過
去
五
か
月
以
上
消
防
署
に
お

い
て
、
市
職
員
と
し
て
の
規
律

訓
練
ゃ
‘消
防
実
技
を
習
得
し
た

つ
ぎ
の
精
鋭
十
五
名
で
す
。
 

外
崎
誠
一
 

（
企
画
総
務
課
）
 

時
田
武
則
（同
）
 

千
葉
康
成
（同
）
 

須
郷
純
彦

（
財

政
課
）
、
 寺
田

志
郎
（
税
務
課
）
 

山
田
晴
雄
（同
）
 

三
浦
孝
光
（同
）
 

三
浦
慶
一
（同
）
 

長
谷
川
周
太
郎
 

（
保
険
衛
生
課
）
 

小
山
内

健
造
 

（
同
）
、白
戸
幸

一
（
農
林
商
工

課
）
、
 中
林
功
 

（
水道
課
）
、蒔

田
弘
次

（福
祉

事
務
所
）
、
 成

田
俊
蔵
（議
会
）
 
 

神
正
良

（
教
育委
員
会
）
。
 

な
お
、
こ
の
予
備
隊
は
、
全

国
秋
季
火
災
予
防
運
動
初
日
の

十
月
二
十
一
日
結
成
式
を
行
な

い
．
小
山
内
消
防
署
副
長
の
訓

辞
の
あ
と
、
貸
与
さ
れ
た
新
し

い
制
服
を
着
て
、
元
気
い
つ
ば

い
、
益
田
・
千
葉
両
士
長
指
揮

の
訓
練
を
う
け
ま
し
た
。
 

こ
の
訓
練
は
、
各
個
訓
練
、
 

ポ
ン
プ
操
法
、
放
水
訓
練
、
車

輔
手
入
作
業
等
で
、
毎
月
第
一

三
の
月
曜
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
 
 

べ
を
な
る
べ
く
屋
外
に
お
く
こ

と
、
◇
常
に
階
上
に
は
ロ
ー
プ

梯
子
等
の
避
難
用
具
を
準
備
し

て
お
く
こ
と
。
 

ま
た
、
運
動
の
初
日
は
、
消

防
自
動
車
数
台
で
全
市
内
に
火

の
用
心
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
五

所
川
原
警
察
署
の
火
災
避
難
訓

練
に
も
出
動
し
ま
し
た
。
 

市
教
育
委
員
に

謂

羅
の
両
氏
 

前
田
正
，
秋
田
修
次
両
教
育

委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
後
任

に
、
去
る
十
月
五
日
の
市
議
会

で
、
梅
田
の
前
田
正
氏
、
野
里

の
土
岐
弐
郎
氏
を
選
任
し
ま
し

た
．
 

ま
た
、
十
月
七
日
の
教
育
委

員
会
で
は
、
委
員
長
に
本
町
の

小
野
雄
蔵
氏
、
委
員
長
職
務
代

理
者
に
唐
笠
柳
の
寺
田
柾
四
郎

氏
を
互
選
し
ま
し
た
。
 

永
年
勤
続

職
員
を

表
彰
 

市
は
、
 去
る
十
月
一
日
議
場

に
お
い
て
、
二
十
年
以
上
十
「
一

名
、
十
五
年
以
上
十

一
名
，
十

年
以
上
二
十
六
名
、
合
計
五
十

名
の
永
年
勤
続
職
員
を
表
彰
し

ま
し
た
。
氏
名
は
つ
ぎ

の
と
お

り
で
す
。
 

◇
二
十
年
以
上
 

阿
部
二
郎
（
企
画
総
務
課
）
、
増

田
新
吉
、
角
田
武
徳
、
平
山
ち
 

一
一
種
目

に
 

倉
（
税務
課
）
、沢
田
孫
兵
衛
、
 

松
本
正
（
市
民
課
）
、
三
上
守
 

（建
設
課
）
、
長
尾
政
雄
、
辻
重

造
（農
林
商
工
課
）
、
井
沼
清
三

郎
（
福
祉
事
務
所
）
、
前
田
ヤ
ユ
 

（
会
計
課
）
、津
川
鉄
広
（
長
橋

支
所
）
、竹
谷
雄
吉
（
教
育
委
員

会
）
。
 

◇
十
五
年
以
上
 

長
尾
繁
子
（
企
画
総
務
課
）
、平

山
浩

（
人
事
課）
、
 山
中
利
幸
 

（
税
務
課）
、
 佐
A
木
ト
ツ
ユ
 

（
市
民
課
）
、今
利
則
（農
林
商

工
課
）
、寺
田
有
宏
（
水
道
課
）
 

山
形
清
蔵
（
福祉
事
務
所
）
、角

田
ヒ
サ
、
成
田
達
美
、
笹
思
子
 

（
西
北中
央
病
院
）
、
大
坂
幸
雄
 

（
教
育委
員
会
）
。
 

◇
十
年
以
上
 

山
形
弘
子
（
企
画総
務
課
）
、鈴

木
昭
夫
（人
事
課
）
、
小
野
要
一
 

（
財
政
課
）
、増
田
福
蔵
、
前
田

清
治
、
佐
藤
勝
義
（税
務
課
）
、
 

渋
谷
照
雄
、
佐
藤
明
子

（保
険

衛
生
課
）
、
 鈴
木
荘
一
郎
、
横

島
正
（
建
設
課
）
、姥
名
昭
蔵
、
 

中
川
寿
昭
（
都
市
計
画
課
）
、斎

藤
広
光
 
高
橋
藤
樹
、
蒔
田
美

枝
子
（
農林
商
工
課
）
、神
博
昭
 

（
水
道課
）
、小
田
桐
清
幸
（
福

祉
事
務
所
）
、浜
田
健
司
（
市
民

文
化
会
館
）
、
松
野
、、

、サ
ヲ
（
長

橋
支
所
）
、高
橋
富
雄
（
飯詰
支

所
）
、木
村
縫
、
釜
落
孝
（
西
北

中
央
病
院
）
、
 木
村
竜
麿
、
沢

田
満
（
消
防
本
部
）
、高
橋
和
文

佐
々
木
悌
二
郎
へ消
防
署
）
。
 

銀
 
メ
 
ダ
 ル
 

（いざ鎌倉ノに備えて） 

65.420.000円が灰に 

市内の火災今年 1 月～ 9 月39件 

去
る
十
月
一
一

十

一
日
よ
り
十

？
一
月
三
十
日
ま

で
全
国
一
斉
に

秋
季
火
災
予
防

運
動
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

市
消
防
本
部

で
も
、
見
出
し

の
よ
う
な
被
害

を
無
く
す
る
た

め
に
、
 

一
般
家
庭

の
火
災
予
防
 

地
震
時
の

火
災
予
防
 

防
火
対
象

物
防
火
管
理
 

危
険
物
製
造
所
等
の
安

全
管
理
 

防
火
座
談
会
 

予
防
査
察
 

を
重
点
目
標
に
意
欲
的
に
運
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
特
に

一
般
家
庭
に
つ
ぎ
の
こ
と
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
 

◇
各
種
燃
焼
器
具
を
正
し
く

使
う
こ
と
、
◇
火
気
使
用
箇
所

の
周
囲
に
燃
い
や
す
い
物
を
置

か
な
い
こ
と
、
◇
外
出
、
就
寝

前
、
火
の
元
の
安
全
を
確
認
す

る
こ
と
、
◇
投
げ
た
ば
こ
、
寝

た
ば
こ
、
歩
き
た
ば
こ
を
止
め

る
こ
と
、
◇
常
に
家
庭
用
消
火

器
と
パ
ケ
ッ
に
水
を

一
．杯
準
備

し
て
お
く
こ
と
、
◇
ガ
ス
ボ
ン
 

中
 
川
支
 

第
四
回
全
国
身
体
障
害
者
体

育
大
会
は
、
過
般
国
体
が
開
催

さ
れ
た
、
福
井
市
の
県
立
運
動

公
園
で
、
十
月
十
二
、
十
三
日

行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
県
代
表

八
名
と
共
に
出
場
し
た
、
市
役
 

所
 
の
 高
橋

さ
 
ん
 

所
中
川
支
所
勤
務
の
高
橋
栄
さ

ん
（
4
1）
は
、
こ
と
し
も
ま
た
立

巾
跳
と
槍
正
確
投
の
二
種
目
と

も
二
位
に
入
賞
、
両
手
に
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
 

、J
 

花
 

に
 

手
 

両
 



日
 

程
 

&
 

方
で
も
、
今
年
も
ま
た
続
け
て
 

予
防
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
特
 

に
乳
幼
児
お
よ
び
集
団
生
活
を
 

さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
必

ず
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
 

対
 
象
 
者
 

◇
生
後
三
か
月
以
上
一
才
未
満
 

（
接
種
料
二
十
五
円
）
 

◇

一
才
以
上
六
才
未
満
 

（
三
十
五
円
）
 

・

◇
十
五
才
以
上
へ九
十
五
円
）
 

た
だ
し
、
つ
ぎ
の
方
は
接
種

で
き
ま
せ
ん
。
 

鶏
卵
を
食
べ
る
と
発
熱
発
疹

す
る
方
、
下
痢
気
味
の
方
、
 

ぜ
ん
息
・
心臓
病
・
血
管
系
病

糖
尿
病
・脚
気
の
方
、
 病
後

衰
弱
・栄
養
障
害
の
方
、
 
ァ

レ
ル
ギ
ー
体
質
・
け
い
れ
ん

性
体
質
の
方
、
六
か
月
以
上

の
妊
婦
お
よ
び
六
か
月
以
内

の
産
婦
。
 

⑧ 	 市政ニユース 

す
で
に
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等

で
ご
存
知
の
よ
う
に
、
 こ
れ
か

ら
悪
性
な
ホ
ン

コ
ン
か
ぜ
 
（
香

港
風
邪
）
 
の大
流
行
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
ホ
ン
コ
ン
か
ぜ
 （
イ
ン

フ
ル
ェ
ン
ザ

A
2
型
）
 に
か
か

り
ま
す
と
、
三
十
九
度
か
ら
四
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第 8回五所川原市文化祭 

主 催 五所川原市文化振興会議 五所川原市中央公民館

五所川原市民文化会館 

青森県文化振興会議 

昭和43年11月1.2.3.旧．15.16.17日 

第 1 会場 市中央公民館 

第 2 会場 市民文化会館 

第 3会場 法 永 寺 

第 4 会場 弘前相互銀行ホール 

第 5会場 マルキ 4 階 ギャラり一ー 

会 場~ 日 	I 時 	刻 部 門 出演（品）団体 I 備 	考 

市
民
文
化

会
 
館
 
 

1 13. 00--1 7.00 盆 栽 盆 栽 会 第1.2 集会宰 
書 道 書道会、双竜会 ク 

2 9.00-21 .30 魚 拓 潮 友 会 第 3 集会室 

3 9.00 ---17.00 
菊 晩 香 会 ロ 	ビ 	・ー 

考古学「 津軽考古学会 ク 

ー
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公
一
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マ
 

市
民
文
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ル
 

鰍
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館
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王
亜
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キ
  

(
Z
 
 

18.00-19.OQ ビアノ ド レ ミ 会 
19.05-20.05 箪 曲 双 葉 会 
20.10-20.50 ピアノ 若 草 会 
20.55-21 .35 日本舞踊 綾 扇 会 

っ
v
 
 

18.00-18.50 パレエ 棟方敏子パレ
エ研究所 

18.55-'20.05 ピアノ ク ラ ラ 会 
20. 1U-20.30 謡 曲 宝 生 会 
20.35-'20.45 室内楽 青森銀行音楽部 
20.50-'21 .05 民 謡 民謡研究会 
21. 10-21. 25 獅子舞 浅井保存会 

3 

3 
3 9.00--16.00 

市民茶会 
裏 家淡交‘ 
五所川原和敬会 階上全室 

県下大会 俳 句 会 
県下大会 川柳岩木吟社 ホ 	ー 	ノレ 

10 県下大会 短 歌 会 大会議室 
15.16. 
17 写 真 写真作家集団 4 階 

ギャラりー 

◇ どの会場も、もちろん入場無料です。 

10.27- 11.9 読書週間 
読書推進運動協議会 

（小・中・高生徒の利用が激増した市立図書館） 

インフルエンザ予防接種日程 

1 回 目 	I 2 回 目 地 	区 	接種 場所 I 	時 	刻 

10月30日 n月 6 日 

七 

梅 	沢 梅沢 支所 
13.00-14.0Q 

毘沙門・長富 i 毘沙門小学校 

10月31日 11月 7 日 

三 	好 三好診療所 13.00-14.00 

飯 	詰 飯詰診療所 
13.00---15.00 

栄 栄 	支 所 

n月 1 日 n月8日 

長 	橋 長橋診療所 10.00 -12.00 

中 中川 支所 ・13 . 00-' 14 . 00 

松 	島 松島 支所 13.00-15.00 

n月5 日 II月12日 五所川原・小曲 旧中学校々舎 13.30-'-15.00 
0 母子手帳をお忘れなく 

	
O 必ず 2 回接種してください。 

援
期
 
場
 

後
会
 
会
 

十
度
の
高
熟
が
三
日
間
も
続
き

頭
痛
や
下
痢
等
を
伴
い
、
回
復

ま
で

一
週
間
を
必
要
と
す
る
の

で
、
体
力
が
消
耗
し
、
も
し
余

病
が
あ
れ
ば
回
復
が
長
び
く
ば

か
り
で
な
く
、
重
症
に
な
り
や

す
い
そ
う
で
す
。
 

昨
年
ま
で
予
防
接
種
さ
れ
た
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
 

あ
か
る
い
家
庭
 

た
の
し
い
読
書
 

読
書
の
仲
間
を

つ
く
り
ま
し
よ
・つ
 



2290 敷島町 

1679 敷島町 

1610 上平井 

2428 錦 町 

3426 上平井 

34巧 幾島町 

1012 敷島町 

3344 柏原町 

1066 柏原町 

2915 本 町 

2620 大 町 

1554 布屋町 

1739 寺 町 

2013 旭 町 

1501 旭 町 

1209 寺 町 

2624 旭 町 

2498 寺 町 

1570 上平井 
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町
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町
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町
 

屋
原
 
島
 
島

布
柏
旭
敷
旭
幾
 

町
町
町

旭
旭
東
 

布屋町 

3207 上平井 

2510 敷島町 

2650 上平井 

3072 本 町 

2304 本 町 

社 2436 布量町

男 3378 上平井

店 2262 布屋町

子 1606 旭 町

館 1201 旭 町

雄 3225 布屋町

ツ 1067 旭 町

店 2281 寺 町

宏 1682 上平井 

2884 本 町

敢 3306 柏原町
二 2742 上平井

店 1071 旭 町

堂 1604 旭 町

郎 2894 東 町 

井
町
町
井
町
町
町

―
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町
町
町
町
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寺
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旭
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上
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柏
柏

柏
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寺
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布

敷
本
大
 

市政ニユース 	 ④ 

宴 

運 

（え） 

笑 
栄 華 飯 

（お） 

9 月に新しく開通した旧市内電話番号 

（局番は全部5 です） I
 

組
ム
云
 ス
 

食
生

時

サ
幸
政
城
育

り
 

貞
久

林
太
 
保

清
三
之
板

重
武
印

噴
‘

築
司
→
『
了
追酒

女
ー
 
ー
ク

市
 
』

昨
 
『
月
ー

コ
E
 

斬

‘
二
 
“
ま

ツ
 
う
 

正
 
美
 
直
竹
看
 

乳

寸
 

・
・
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木
木
木
木
北
北

北
 
工
工
工
工
工
工
工

工
鍬
鍬
倉
黒
栗
 

（せ） 

西北中央病院医師宅 2221 
西北中央病院医師宅 1675 
西北中央病院医師宅 2938 
西北中央 病 院 3419 
西北信用 組 合 3019 

店
七
雄
堂

司
店
子
助
院
秀
 
堂

司
良
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暗
店
ブ

設
久
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味
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秋
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岩
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石
石
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吉
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店
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原
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寺

予
央
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一
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パ
．月
一
 

対
対
鶴

鶴
津
つ
寺
 

1467 
3226 
2921 
1760 
1315 
1439 
2802 
2015 
1544 
1504 

2634 本 町 

1117 敷島町 

1212 幾島町 

2329 大 町 

2906 柏原町 

1673 敷島町 

2434 錦 町 

1065 東 町

河 2370 本 町 

子 3080 大 町

店 3478 本 町 

2791 
2972 
3579 
1020 
1221 
1782 

尾 野

王 

岡 部

お ぱ 

(t') 

子 秀 雄 2652 上平井 

西 さ き 2460 寺 町

西 周 造 3258 本 町

西 九 郎 1515 上平井 

崎 亮 一 2270 敷島町

村 陸 男 1470 敷島町 

谷 利 恵 3081 布屋町

島 義 明 1062 錦 町

田 広 志 1386 敷島町

川 や 裏 1462 布屋町 

銀 1528 大 町 

月 	園 3594 東 町 

藤 キ ナ 3530 旭 町 

（き） 

2038 上平井 

2525 上平井 

1375 大 町 

1231 
1521 
2658 
3206 
2318 
2678 
2803 
2088 
3025 

堂社

負ガ

八

清合館ト 

次

一作郎直子孝

郎

真店春一舗 

次 3388 
一 2459 
作 3573 
郎 2924 
直 1059 
子 2910 
孝 33臣
郎 1235 
真 1595 
店 1630 
春 2473 
一 2914 
舗 3056 

（こ） 

五所川原カメ ラ 2940 
五所川原 銀映 3578 
市農業協同組合（代）2416  
五所川原朝鮮学院

弘南観光営業所 

1519 
3556 

古 川 	や 瓦 1022 
古 川 	治 啓 2628 
古 川 	き く 1224 
国際情報社支部 2951 
小 山 宇 太 郎 2908 
小 琴 1002 
今 野 

晃装五所川原店 2625 
後 藤 	幸 雄 1017 

（さ） 

佐 藤 	妓 美 2265 

敷島町

上平井

上平井

上平井

本 町 

（そ） 

相 互 タ ク シ - 3034 大．町

相 馬 末 吉 2632 敷島町 

（た） 

2272 敷島町 

3220 本 町 

2408 大 町 

1788 布屋町 

1240 敷島町 

2734 寺 町 

1706 大 町 

2311 田 町 

2045 寺 町 

3570 敷島町 

3343 大 町 

1338 敷島町 

（ち） 

千 葉 菓 子 店 3305 東 町 

竹 	 翠 2385 上平井 

（つ） 

対馬 ア パ ー ト 1335 敷島町

対 馬 ー一 郎 3037 錦 町

鶴 谷 敏 雄 2707 幾島町

鶴 谷 正 広 1701 旭 町

津 軽 青 果 1014 旭 町 

つ 	く 	ば 2994 幾島町 

寺 門 興 行 社 1472 上平井 

（以下次号） 

ダイヤルし終つてから需纏熱移 

くらい無音になりますが故障ではあ

りません 
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県
は
、
明
治
百
年
記
念
事
業

の
ー
つ
と
し
て
、
青
森
営
林
局

と
の
共
同
事
業
で
、
驚
珠
山
と

青
森
市
の
眺
望
山

に
県
民
の
森

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
十

月
二
十
四
日
山
神
祭
と
標
識
の

除
幕
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
 

発
珠
山
地
区
の
県
民
の
森
建

設
予
定
地
は
五
百
五
十
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
日
本
三
大
美
林
の
 

ー
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
 

ヒ
バ
、
ブ
ナ
を
主
体
と
し
た

樹
令
百
年
か
ら
百
五
十
年
の
広

葉
樹
天
然
林
と
杉
の
幼
令
人
工
 

全
国
一
千
万

青
年
の
祭
典
で

あ
る
、
第
十
七

回
全
国
青
年
大

会
は
十
一
月
十

日
か
ら
十
三
日

ま
で
、
東
京
国

立
競
技
場
等
を

会
場
に
開
か
れ

ま
す
。
 こ
の
大

会
に
県
連
合
青

年
団
は
本
市
の

木
村
重
治
君
を
 

選
手
団
長
に
、
総
勢
二
百
十
名

が
八
日
青
森
駅
を
出
発
し
ま
す
 

こ
の
大
会
の
種
目
は
、
陸
上

競
技
、
卓
球
、
排
球
、
相
撲
、
 

柔
道
、
剣
道
、
演
劇
、
合
唱
、
 

郷
土
芸
能
、
意

見
発
表
、
生
活

文
化
、
絵
画
、
 

書
道
、
写
真
で

す
。
市
青
年
団

協
議
会
か
ら
は

八
月
十
和
田
市

で
の
県
大
会
で

優
勝
し
た
卓
球

男
子
走
高
跳
、
 

美
術
が
出
場
し

ま
す
が
、
選
手

は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。
 

ー
 
卓
球

監
督
前

く
 

田
清
勝
（
梅
田
）
 

卓
球
、
高
橋
治
 
 

林
で
、
小
高
い
山
が
連
ら
な
り

緑
濃
い
ヒ
パ
と
真
赤
に
色
づ
い

た
紅
葉
樹
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
く
映
え
て
い
ま
す
。
 

工
事
は
五
か
年
計
画
で
、
総

事
業
費
五
億
七
千
四
百
万
円
、
 

道
路
整
備
、
駐
車
場
、
展
望
台

教
育
キ
ャ
ン
プ
場
、
児
童
森
林

科
学
館
，
林
間
学
校
、
高
山
植

物
園
、
子
ど
も
の
森
、
記
念
の

森
な
ど
が
つ
く
ら
れ
、
本
県
林

業
の
歴
史
や
自
然
美
に
親
し
み

な
が
ら
保
養
出
来
る
、
県
民
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
つ

く
ら
れ
ま
す
。
 

（
金
山
）
．
 藤
森
俊
（
沖飯
詰
）
 

工
藤
健

一
（田
町
）
、高
橋
礼
子
 

（大
町
）
，
戸
沢
恵
美
子
（
梅
田
）
 

福
井
せ
つ
（
金
山
）
、走
高
跳
成

田
扶
美
夫
（
七
和
）
、
美
術
山
川

和
文
（新
宮
）
、
総
務
佐
藤
欣
昭

へ梅
田
）
。
 

な
お
、
市
青
年
団
協
議
会
は

演
劇
、
合
唱
、
相
撲
で
、
過
去

全
国
大
会
に
お
い
て
し
ば
し
ば

優
秀
な
成
績
を
あ
げ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
と
し
は
全
国
大
会
優

勝
候
補
の
柔
道
が
、
計
量
規
定

で
県
大
会
に
出
場
で
き
な
か
つ

た
の
が
、
関
係
者
か
ら
惜
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
 

米
づ
く
り
 

日
本
一
？

・
 

野
里
の
土
岐
徹
さ
ん
 

市
内
野
里
の
土
岐
徹
（

3
0)
 

さ
ん
は
、
十
八
名
の
野
里
深
耕

会
の
メ
ソ
パ
ー
で
、
根
つ
か
ら

の
農
業
青
年
。
 五
農
高
を
卒
業

と
同
時
に
土
に
活
き
、
毎
年
欠

か
さ
ず
県
米
増
収
共
進
会
に
出

品
、
昨
年
は
八
百
六
十
五
キ
ロ

で
二
位
に
な
る
な
ど
、
最
年
少

の
精
農
家
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
 

土
岐
さ
ん
は
一

・
二
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
の
水
田
を
耕
作
し
て
い
ま

す
が
、
た
い
肥
十

7
1
ル
当
り

千
二
百
キ
ロ
、
ケ
イ
カ
ル
百
八

十
キ

ロ
を
施
す
な
ど
、
毎
年
土

壌
づ
く
り
を
欠
か
さ
ず
、
燐
酸

加
里
も
窒
素
に
匹
敵
す
る
量
を

施
肥
し
、
施
肥
に
よ
る
深
層
追

肥
 
（
一
回
）
 の
際
は
7
ト
ニ
ツ

ク
を
加
え
る
な
ど
細
心
の
注
意

を
払
つ
て
い
ま
す
。
 

と
り
わ
け
病
害
虫
に
神
経
を

つ
か
い
、
イ
モ
チ
に
対
し
て
は

出
穂
前
後
各
三
回
、
紋
枯
れ
に

二
回
、
イ
ネ
カ
ラ
と
メ
イ
虫
に

各

一
回
、
合
わ
せ
て
十
回
も
薬

剤
散
布
を
続
け
た
ほ
か
、
六
月

末
か
ら
は
一
週
間
の
間
断
か
ん

が
い
を
行
な
つ
た
結
果
、
十
月

七
日
の
坪
刈
り
で
十

7
1
ル
当

た
り
千
八
十
キ
ロ
の
多
収
を
み

て
お
り
、
米
づ
く
り
日
本
一
が

有
力
視
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す

な
お
ま
た
、
米
づ
く
り
日
本

一
を
選
考
す
る
県
の
全
刈
り
審

査
も
、
十
月
十
四
日
田
中
県
農

試
場
長
等
多
数
の
関
係
者
が
立

ち
会
う
中
で
、
市
内
神
山
地
内

の
土
岐
さ
ん
の
多
収
田
九
十

7
 

ー
ル
の

一
角
十

7
1
ル
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
 

土
岐
さ
ん
の
稲
は
、
五
月
一
一

十
五
日
に
田
植
え
し
た
、
ふ
系
 

6
9号で
、
二
十
セ
ン
チ
に
耕
起
 
 

し
た
水
田
に
、
四
月
十
五
日
に

種
ま
き
し
た
ト
ン
ネ
ル
畑
苗
を

植
え
た
も
の
で
す
。
 

N
H
K
青
年
の
主
張

コ
ン
ク
ー
ル
 

"
N
H
K
で
は
、
第
十
五
回
青

年
の
主
張

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
き

ま
す
。
 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
現
代

の
青
年
が
、
つ
ね
づ
ね
考
え
て

い
る
こ
と
を
率
直
に
発
表
す
る

と
と
も
に
、
自
分
の
意
見
を
人

々
に
は
つ
き
り
伝
え
る
技
術
を

み
が
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
 

こ
と
し
の
課
題
は
、
 

日
本
人
と
し
て
思
う
こ
と
 

こ
ん
な
仕
事
に

一
生
を
捧

げ
た
い
。
 

青
年
の
よ
ろ
こ
び
 

働
き
な
が
ら
学
ぶ
体
験
 

私
の
訴
え
た
い
こ
と

の
五
つ
で
す
。
 

出
場
希
望
の
か
た
は
、
こ
の

五
つ
の
課
題
の
う
ち
の
ー
つ
を

選
ん
で
、
五
分
以
内
に
発
表
を

終
え
る
よ
う
に
意
見
を
ま
と
め

た
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚

程
度
の
原
稿
を
、
十
一
月
九
日

ま
で
、
も
よ
り
の
N
H
K
放
送

局

「
青
年
の
主
張
」
の
係
り
へ

送
つ
て
く
だ
さ
い
。
 

応
募
資
格
は
、
昭
和
十
八
年

一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
二
十
八

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

か
た
で
、
性
別

・
学
歴
・
職
業

は
間
い
ま
せ
ん
。
 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
青
森

県
大
会
、
東
北
大
会
、
全
国
大

会
の
三
段
階
に
分
か
れ
て
お
り

東
北
代
表
は
、
来
年

一
月
十
五

日
の
成
人
の
日
に
東
京
で
開
か

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
全
国
大
会
の
入
賞
者

は
、
来
年
七
月
か
ら
八
月
に
か

け
て
、
海
外
へ
の
旅
行
お
よ
び

外
国
の
青
年
た
ち
と
の
交
歓
旅

行
に
も
参
加
で
き
る
予
定
で
す
 

楚
珠
山
が
県
民
の
森
に
 

森
林
科
学

館
、
子
ど
も
の
森
も
 

卓球が県代表 

10日から全国青年大会 

市政ニユース 

（県大会で優勝した卓球チーム） 
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市政ニユース 

高瀬 に ゴミ焼却場・ 

1 日 60 トン処理 

も の お き 

種
 

第
 

第 2 種 

V 
便 所 玄 関 台 所 

3 	丁 

ホ ー ル 押入 押入 

押
入
 
押
入
  

6 	丁 4.5丁 

も の お き 

台 所 

V
  便所 

ホール 押 入 

押 入 口―力 

6 	丁 
4.5丁 

市
民
待
望
の

ゴ
ミ
焼
却
場
の

起
工
式
は
、
十

月
二
十
六
日
、
 

市
内
高
瀬
の
建

設
工
事
現
場
で

行
な
わ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
焼
却
場

は
ク
イ
打
ち
工

事
と
地
質
調
査

費

一
千
入
百
四

十
四
万
五
千
円

と
本
工
事
費
一

億
「
千
二
百
万

円
、
計
一
億
三
 

千
四
十
四
万
五
千
円
の
予
算
で

来
年
十
一
月
に
竣
工
、
十
二
月

十
五
日
頃
か
ら
本
格
的
に
操
業

を
開
始
す
る
予
定
で
す
が
、
ば

い
煙
や
臭
気
を
取
り
除
く
公
害

防
止
装
備
が
施
さ
れ
て
い
ま
す

な
お
、
こ
の
施
設
は
、
本
市

金
木
町
、
中
里
町
、
木
造
町
、
 

鶴
田
町
、
稲
垣
村
、
柏
村
、
森

田
村
の
八
市
町
村
の
西
北
五
衛

生
処
理
組
合
（
管
理
者
佐
々
木

市
長
）
 の
も
の
で
す
が
、
ゴ
ミ

捨
場
に
困
つ
て
い
る
市
民
に
と

つ
て
大
助
か
り
で
す
。
 

国
民
年
金

の
手
帳
を

市
役

所
へ
お

届
け

ね
が
い
ま
す
 

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
、
ま
だ
加
入

し
て
い
な
い
人
が
お
り
ま
せ
ん

か
。
 二
十
才
以
上
の
人
で
、
ど

こ
に
も
勤
め
て
な
い
人
、
自
分

で
商
売
を
し
て
い
る
人
、
農
業

を
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
必
ず

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
 

至
急
 

ア
ル
パ

イ
ト

募
集
 

〇
年
齢
、
男
女
間
い
ま
せ
ん

〇
期
間
 
十

一
月
一
日
ー
十

二
月
十
日
頃
ま
で
 

〇
仕
事
の
内
容
 
住
民
基
本

台
帖
の
書
き
写
し
 

〇
賃
金
 

一
枚
十
円

普
通

一
日
七
十
枚
ー
百

枚

書
け
ま
す
 

〇
希
望
者
は
至
急
市
民
課
に

簡
単
な
自
筆
履
歴
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
役
所
 
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

は
、
誰
の
為
で
も
な
く
、
自
分

の
為
で
す
。
手
続
き
は
早
目
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
あ
な
た
の
ま
わ
り
に

加
入
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い

な
い
人
が
お
り
ま
し
た
ら
、
早

く
手
続
き
を
と
る
よ
う
話
し
て

や
つ
て
く
だ
さ
い
。
 な
お
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
加
入

も
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
ど
ん

ど
ん
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
年
老
い
て
か
ら
、
 

ま
た
は
そ
れ
以
前
に
事
故
に
あ

つ
た
と
き
（
た
と
え
ば
、
ご
主

人
に
亡
く
な
ら
れ
る
と
か
、
ケ

ガ
を
し
た
り
、
病
気
に
な
つ
た

と
き
等
）
 
に
、年
金
が
生
活
を

さ
さ
え
て
く
れ
る
と
い
う
魅
力

の
為
で
す
が
、
そ
の
為
に
は
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
保
険
料
を
き
ち
ん

と
納
め
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

納
め
残
し
の
保
険
料
が
あ
つ

て
は
、
せ
つ
か
く
の
年
金
も
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

日
頃
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
災
難

に
あ
つ
て
も
、
年
金
が
受
け
ら

れ
る
体
制
を
つ
く
つ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
 

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
保
険

料
で
、
ま
だ
残
つ
て
い
る
分
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
今
す
ぐ
納
め

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
本
年
度
か
ら
国
民
年

金
の
手
帳
は
、
市
役
所
で
保
管

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

十
一
月
十
五
日
ま
で
保
険
衛
生

課
年
金
係
に
お
届
け
く
だ
さ
い
 

納
税

者
 
の
 

声
を
聞
く
旬
間
 

一
日
か
ら
十
日
ま
て
 

五
所
川
原
税
務
署
で
は
、
納

税
者
か
ら
税
に
つ
い
て
の
、
率

直
な
意
見
や
要
望
、
苦
情
な
ど

を
聞
い
て
、
税
の
い
ろ
い
ろ
な

面
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
毎

年
全
国
一
斉
に
「
納
税
者
の
声

を
聞
く
旬
間
」
を
も
う
け
て
お

り
ま
す
く
 

こ
と
し
も
十
一
月
一
日
か
ら

十
日
ま
で
を
こ
の
旬
間
と
し
て

お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
旬
間
中
だ
け
で

な
く
、
毎
月
五
の
日
を
「
税
の
 
 

相
談
日
」
と
し
て
、
税
務
署
の

幹
部
が
相
談
を
う
け
て
い
ま
す

か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
気

軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
「
納
税
者
の
声
を
聞
く

旬
間
」
 
の本
市
民
関
係
行
事
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

◇
十

一
月
八
日
、
納
税
者
の
声

を
聞
く
座
談
会

（
五
所
川
原

税
務
署
）
 

◇
十
一
月
十
一
日
、
納
税
表
彰

式
 
（
市
民
文
化
会
館
）
 

◇
十

一
月
中
、
管
内
高
校
生
の

租
税
教
室
 

市

営
住

宅
 

入
居
者
募
集
 

市
で
は
、
つ
ぎ
に
よ
り
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
か
ら
、
希
望

者
は
十
一
月
五
日
か
ら
十
五
日

ま
で
の
間
に
、
市
役
所
市
民
課

住
宅
係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 た
だ
し
、
九
日
 
（土
）
午

後
お
よ
び
十
日
（
日
）
 は
、
申

込
書
の
交
付
並
び
に
受
付
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
 

（住
宅
所
在
地
）
、
五
所
川
原

市
松
島
町
三
丁
目
。（構
造
）
簡

易
耐
火
構
造
平
家
建
。
（戸
数
）
 

一
種
八
戸
、
二
種
十
六
戸
。
（
規

模
）

一
種
は
六
丁
、
四
丁
半
、
 

三
丁
の
三
間
三
十
七
・
四
平
方
 

メ
ー
ト
ル
 

ー
ー
種
は
六

丁
、
四
丁

半
の
ニ
間

三
十
三
・

五
平
方
メ
 

ー
ト
ル
。
 

ス
テ
ン
レ

ス
流
し
台

水
洗
便
所

物
置
別
途

建
築
。
（
使

用
料
）
一

種
四
千
円

一
一
種三
千

円
（敷
金
）
 

使
用
料
の

三
か
月
分

の
金
額
を

入
居
す
る

際
納
入
し

て
く
だ
さ
 
 

い
。
 た
だ
し
、
退
居
の
際
お
返

し
い
た
し
ま
す
っ
 

（入
居
資
格
）
 

◇
市
内
に
住
所
又
は
動
務
場
所

を
有
す
る
も
の
 

◇
市
税
、
水
道
料
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
も
の
 

◇
現
に
同
居
し
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
婚
約
中
、
内
縁
も

含
む
親
族
が
あ
る
も
の
 

◇
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の

◇
所
得
税
法
第
二
十
八
条
に
よ

る
つ
ぎ
の
月
額
収
入
を
有
す

る
も
の
で
独
立
の
生
計
を
営

む
も
の
 
（入
居
申
込
み
を
し

た
日
に
お
い
て
、
月
収
が
一

種
二
万
円
以
上
三
万
六
千
円

以
下
、
二
種
二
万
円
以
下
）
 

◇
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
ニ
千

円
控
除
し
ま
す
。
 

（入
居
者
の
選
考
）
入
居
の
申

込
み
を
し
た
数
が
、
入
居
さ
せ

る
べ
き
住
宅
の
戸
数
を
こ
え
る

場
合
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
市

営
住
宅
管
理
条
例
第
八
条
各
号

の
規
定
に
よ
り
実
態
調
査
の
う

え
、
入
居
者
選
考
委
員
会
に
お

い
て
決
定
し
ま
す
。
 （
入
居月

日
）
十
二
月
二
十
一
日
の
予
定

な
お
、
こ
の
た
び
は
新
規
の

募
集
て
あ
り
ま
す
の
で
、
今
ま

で
補
充
入
居
申
込
み
を
さ
れ
た

方
で
も
、
新
た
に
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
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